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　　　　　　　　井ルク彗星の寓眞

　本年に入って第三番目の彗星は，ボ1ランド國クラカク大學天

文毫のヰクノレ氏が，去る三月二十一日に「うを」座で登強したも

ので，近EI跳の距離が太陽から僅か七千萬キロ（1700萬里）であっ

ナこ爲，光輝は可なり大きぐ，三月末には五等以上にもなつナe・長さ

二度ばかりの尾も引いてゐナ乙・其の後は「アンドロメダ」星座に移

　　　　　　無点回護1審ll

　　　　　　　　　　　　　　｛t・　　一己．駆・
　　　　　　　　　　　　“　　　　　♂　　　　　　　　　娘ノ1

　　　　　　　　　　　　　　’　　眠　1鳶1｝1
　　　　　　　　　　　　　　　画聖へ　鋸き・
　　　　　　　　鞠＿ln．　tt誘蕃・
　　　　　　　、万態凝綜諮：議誉ゼ・

　　　　　　　くメ癬蕊く蕪弩
　　　　　　　嬉　　　　．・　tゼ“∵．　醗身漏　．l

　　　　　　ll謬景㌦謁詩編1㌧：

　　　　　　　満留1、♂∬〆ヂ秘戯・

つて曉の室に見えるやうになったが，未だ當分の間は見える筈：

　此の寓眞は，去る四月19日午前3時12分から同34：分まで

の間に，花山天文毫で中村要氏が，ロ径16センチの反射望遠鏡

によb撮影したものである・此の時，太陽は，窺眞の右下の方に

あるので，彗星の尾は左上の方へかすかに延びてみるが，此の篤

眞版には殆んご現はれてるないのが遺憾である．

　彗星の附近に短かい白線が斜めに澤山出てみるのは，撮影中彗

星の蓮動を追跡したため，附近の恒星の像がすれたやうに現はれ

てるるのである・


